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要約
この資料では、Microsoft Windows Server 2003 向けのバーチャル マシン ソリューションである Microsoft Virtual Server 2005 の機能と利点の概要について説明します。Microsoft Virtual Server 2005 は Windows Server 2003 向けにデザインされた最も費用効果の高いバーチャル マシン ソリューションで、ソフトウェアのテストと開発、基幹業務用レガシ アプリケーションの移行、およびサーバーの統合シナリオでの運用効率を高めることを目的としています。バーチャル マシン テクノロジにより、ユーザーは単一の物理サーバー上で同時に複数のオペレーティング システムを実行できるようになります。Microsoft Virtual Server 2005 は、完全なバーチャル マシン ソリューションで、使いやすいパッケージに、堅牢な記憶域機能、ネットワーク機能、管理機能を備えています。パッケージには、7 手順で終了するシンプルなインストールと便利な Web ベースのサーバー サービスとバーチャル マシンの管理機能が含まれています。Virtual Server 2005 は、賞を受けたマイクロソフトの Windows Server 2003 オペレーティング システムによって補完され、Windows Server System の一部として、優れた、費用効果の高いバーチャル マシン プラットフォームを提供します。Virtual Server 2005 は、Dynamic Systems Initiative (DSI) ロードマップの主要なテクノロジです。この製品は、マイクロソフトが継続的に進めている、ハードウェア リソースの柔軟性と稼働率を向上するテクノロジを提供するための投資を表すものです。
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はじめに
仮想化は、ビジネスの利点を実現するために活用できる主要なテクノロジです。仮想化テクノロジにより、ユーザーは 1 台の物理サーバー上で同時に複数のオペレーティング システムを実行できるようになります。その際、各オペレーティング システムは独立したコンピュータとして実行されます。Windows Server 2003 オペレーティング システムでホストされている Microsoft® Virtual Server™ 2005 R2 では、高いレベルの拡張性、管理の容易性、および信頼性だけでなく、企業向けのコンピューティング環境で仮想化テクノロジを使用して、時間効率と費用効果の高い作業を実行するのに必要なパフォーマンスが提供されます。Virtual Server 2005 の R2 リリースでは、一連の広範なパートナー リソースやソリューションを使用して有用性を最大限に活かしながら、ハードウェア効率を改善し、管理者の生産性を向上できます。
Microsoft Virtual Server 2005 R2 は Windows Server 2003 向けにデザインされた最も費用効果の高いバーチャル マシン ソリューションで、インフラストラクチャ、アプリケーション、支社サーバーのワークロードの統合、レガシ アプリケーションの統合とホスト変更、ソフトウェアのテスト環境と開発環境の自動化と統合、災害の影響の削減などの運用効率を向上します。
ユーザー シナリオ
現在の IT 組織は、わずかな予算しか与えられずに、ビジネス ユーザーにより多くの価値を提供するという信じられないほどのプレッシャーを受けています。このようなサーバー管理者と開発者に共通する多くの課題に対処するのに Virtual Server 2005 が役立ちます。今日の IT 組織は、次の 4 つの課題に直面しています。
· 可用性の向上。 管理者は、IT システムの可用性が高いことを保証する必要があります。
· 稼動率の向上。 ハードウェアの稼動率が低い (10 ～ 15%) ことにより、稼動率を上げて ROI を増加するようにというプレッシャーがあります。
· 運用コストの削減。 多くの状況で、ユーザーは IT 総予算の 70 ～ 80% を既存のシステムを運用、保守するためだけに使用しています。このようなコストを削減し、より多くの IT 予算を新たな戦略の機会に投資する必要があります。
· 即応性の向上。 今日のような競争の激しい環境では、IT 組織はビジネス ニーズが変化するにつれて、新たなサービスの展開や新しいテクノロジの採用を迅速に行う柔軟性が必要になります。
Virtual Server 2005 の R2 リリースでは、このような課題を満たすために、ハードウェア コストの削減、サーバーのプロビジョニングと展開時間の削減、サーバー管理の生産性向上に対するユーザーの主要なビジネス シナリオに注目した新しいテクノロジを活用しています。
インフラストラクチャ、アプリケーション、および支社サーバーのワークロードの統合
Virtual Server 2005 R2 はデータセンターと支社の両方でのサーバーの統合に理想的で、より効率的にハードウェア リソースを使用できるようにします。その結果、IT 組織は管理上の生産性を向上でき、変化するビジネス ニーズに対応する新しいサーバーを迅速に展開できます。サーバーの統合により、IT インフラストラクチャを最適化するのに管理する必要のあるサーバー ハードウェアの数が減少します。
通常、分散サーバー アプリケーションの展開とテストでは、目的のシナリオをシミュレーションするラボ環境でハードウェア システムとソフトウェア システムを構成するために、多数の使用可能なハードウェア リソースと、かなり長い時間が必要となります。インフラストラクチャ、アプリケーション、および支社サーバーのワークロードを効果的に統合するには、次のような複数の課題を克服する必要があります。
· サーバーの運用コストと資本コスト : 多くの場合、アプリケーションのテストの質を高めると、予算がかかり、スケジュールが長くなります。
· ネットワークでの運用 : テスト ネットワークでは、アプリケーション、システム、またはネットワークのダウンタイムなど、コストのかかる問題が発生する可能性があります。
· 開発者の生産性 : 時間のかかる管理作業により、IT 担当者の生産性が低下します。
バーチャル マシン テクノロジは、これらと同様の問題に対処するために、約四半世紀前に開発されました。このテクノロジにより、企業ではテストと運用を 1 台のコンピュータで行うことが可能になりました。Virtual Server を使用すると、少数のサーバーでテスト作業と管理作業を実行し、時間のかかる作業を自動化して、ハードウェアの稼働率と運用の柔軟性を強化できるようになります。
レガシ アプリケーションの統合とホスト変更
Virtual Server 2005 R2 により、レガシ オペレーティング システムとそのオペレーティング システムに関連性の高いカスタム アプリケーションのホストを、古いハードウェアから、Windows Server 2003 を実行する新しいサーバーに変更できます。
IT インフラストラクチャでより強力かつ信頼性の高いソリューションが実現されるにつれて、多くのビジネスでは既存のレガシ サーバー ベースのアプリケーションの管理とメンテナンスという問題が継続的に発生しています。多くの場合、ビジネス アプリケーションは、基盤となるオペレーティング システムやハードウェアより長く使用されます。これらの初期インフラストラクチャ要素に対するサポートは時間とともに減少するので、所有コストは徐々に増加します。ユーザーにとっては、ビジネス アプリケーションをそのまま実行し続けるのが理想ですが、以下の 3 つの要因により、レガシ アプリケーションを移行する必要性が高まります。
· 個別のレガシ アプリケーション用にサーバー ハードウェアを管理および保持するために必要な、広範なリソースの要求。
· 品質と速度の向上のためにレガシ アプリケーションをアップグレードまたは書き直す際に伴うコストとリスクの高さ。
· レガシ オペレーティング システムに対するハードウェア サポートの減少。
ユーザーには、レガシ アプリケーションまたは古くなったアプリケーション (Windows NT® Server 4.0 や Windows 2000 Server 向けに記述されたアプリケーションなど) を、新しいハードウェアおよびソフトウェア プラットフォーム上で実行するためのソリューションが必要です。 たとえば、何年も前にインストールしたアプリケーションのベンダが廃業していることが判明する場合があります。このような場合ユーザーは、アプリケーションの確実な互換性を提供し、アプリケーションのスムーズな移行を保証するソリューションを求めることになります。Virtual Server 2005 R2 では、レガシ環境とのアプリケーションの互換性と、Windows Server 2003 の信頼性、管理の容易性、およびセキュリティが強化された機能の利点の両方が完全に実現されます。Virtual Server 2005 R2 ではユーザーがアプリケーション ロジックの書き直し、ネットワークの再構成、エンド ユーザーの再教育を行うことなく、バーチャル マシン内のネイティブ ソフトウェア環境でレガシ アプリケーションを実行できるようにすることで、これらの機能を提供しています。この機能により、ユーザーには、保証期間外のインフラストラクチャ システムを更新してから、ビジネス要件に最も適したスケジュールで、サービスが提供されていないアプリケーションをアップグレードしたり、書き直したりする時間が与えられます。Virtual Server 2005 R2 により、アプリケーションの優れた互換性が提供されるので、レガシ アプリケーションの移行に関して、ユーザーがより適切な選択を行えるようになります。
ソフトウェアのテスト環境と開発環境の自動化と統合
すべての分野のユーザーは、最高レベルの品質保証を提供する一方で、コストを削減し、アプリケーションやインフラストラクチャのインストールとアップグレードを高速化する方法を求めています。運用前に目標とする範囲のテストを実現するには、以下のような複数の問題を解決する必要があります。
· ネットワークでの運用 : テスト ネットワークが適切に構成されていないと、運用ネットワークに悪影響を及ぼす可能性があります。
· 開発者の生産性 : 時間のかかる管理作業により、開発者の生産性が低下します。
· サーバーの運用コストと資本コスト : 質の高いアプリケーション テストを行うには、運用環境を複製する必要があります。この複製に必要なハードウェアと人的資源の停止による負担は大きく、予算とスケジュールに影響します。
バーチャル マシン テクノロジは、メインフレームの時代に初めて直面したこれらの課題に対処するために、約四半世紀前に開発されました。このテクノロジにより、テストと運用を同じシステムで並列に行うことが可能になりました。x86 ベースのサーバーでは、Virtual Server 2005 R2 によりテストの実行範囲が拡大され、開発者の生産性、およびユーザー エクスペリエンスが向上します。
災害と復旧
ハードウェア間でのアプリケーションの移植性と柔軟性を必要とする、災害と復旧計画の一環として Virtual Server 2005 R2 を使用することができます。物理サーバーをバーチャル マシンを実行する少数の物理コンピュータに統合することで、災害時に損傷または被害を受ける可能性のある物理資産の数を削減できます。復旧時には、災害の影響を受けたホスト コンピュータ以外のどのコンピュータでもバーチャル マシンをホストできるので、復旧時間が短縮され、組織の柔軟性を最大限に引き出すことができます。
Virtual Server の利点
Microsoft Virtual Server 2005 R2 は、Windows Server System プラットフォーム向けのコスト効果の高い、適切にサポートされるサーバー仮想化テクノロジです。Virtual Server は、サーバー統合戦略の重要部分として、ハードウェアの稼動率を向上し、新しいサーバーを迅速に構成して展開できます。Virtual Server には、次の主要な利点があります。
· ハードウェア リソースの効率的な使用。 Virtual Server 2005 R2 には、実稼動品質があります。独立したバーチャル マシンとリソース管理により、複数のワークロード (実稼動のワークロードも含めて) を少数のサーバーに共存させることができ、ハードウェア リソースを効果的に使用できるようになります。Windows Server 2003 と共に Virtual Server 2005 を使用することで、既存の記憶域、ネットワーク、およびセキュリティ インフラストラクチャとの最も広範な相互運用性が提供されます。
· 管理における生産性と応答性の強化。 Virtual Server 2005 R2 により、IT 組織は管理上の生産性を向上でき、変化するビジネス ニーズに対応する新しいサーバーを迅速に展開できます。Virtual Server 2005 の包括的な COM API や、バーチャル マシン用のネットワーク ブート (PXE ブート) などの機能により、標準のサーバー管理ツールを使って容易に管理できる接続されたバーチャル マシンの自動展開と構成が可能になります。
· 最善のサポートを受けられるサーバー仮想化ソリューション。 Virtual Server 2005 R2 は、マイクロソフトのサーバー オペレーティング システムやアプリケーションと連携し、マイクロソフトによって広範にテストおよびサポートされています。そのため、マイクロソフトと広範な ISV コミュニティから十分なサポートを受けることができる仮想化ソリューションです。
· マイクロソフトの Dynamic Systems Initiative の主要テクノロジ。Dynamic Systems Initiative (DSI) とは、ビジネスで IT システムを設計、展開、および運用する方法を大幅に簡略化および自動化するための、業界全体にわたるマイクロソフトの取り組みです。マイクロソフトは、DSI の一環として、組織でハードウェア リソースをより柔軟に利用できるようにするためのツールを提供しています。Virtual Server 2005 R2 は、サーバーのハードウェアの稼働率を向上し、データ センター リソースの柔軟性の高いプロビジョニングを提供するテクノロジを、マイクロソフトが継続して提供していく方法の一例です。
ハードウェア リソースの効率的な使用
独立したバーチャル マシンとリソース管理により、複数のワークロードを少数のサーバーに共存させることができます。最終的には、この機能により、企業全体の相対的なハードウェア効率を大幅に向上させることができるようになります。
仮想化
仮想化により、各 Windows サーバー環境に対するさまざまなデバイスの互換性と完全なサポートが可能になります。
· 広範なデバイスとの互換性 : Virtual Server は Windows Server 2003 で実行されます。Windows Server 2003 では、ほとんどの Windows Server カタログのデバイスがサポートされるため、さまざまなホスト システム ハードウェアとの互換性が提供されます。
· マルチスレッドの VMM: Virtual Server の Virtual Machine Monitor (VMM) では、バーチャル マシンの作成、管理、およびバーチャル マシンとの対話を行うためのソフトウェア インフラストラクチャが提供されます。
· バーチャル マシンの独立性 : 各バーチャル マシンは独立しているので、1 台のバーチャル マシンがクラッシュするか応答を停止しても、他のバーチャル マシンまたはホスト システムに影響を与えないことが保証されます。バーチャル マシンを独立させることによって、アプリケーションの互換性は、最大限に実現されています。したがって、ユーザーは既存の記憶域、ネットワークおよびセキュリティのインフラストラクチャをさらに活用できます。
· 広範な x86 ゲスト OS との互換性 : Virtual Server では主要な x86 オペレーティング システムをバーチャル マシンのゲスト環境で実行できます。
· Windows ゲスト オペレーティング システムのパフォーマンスの最適化 : Virtual Server では、バーチャル マシンとしての Windows オペレーティング システムのコンピューティング、記憶域、およびネットワークのパフォーマンスが最適化されます。
· iSCSI クラスタリング : 物理コンピュータ間の iSCSI クラスタリングにより、サーバーの可用性を向上するコスト効果の高い手段が提供されます。
· x64 サポート : Virtual Server 2005 R2 は、次の 64 ビット ホスト オペレーティング システムでサポートされます。Windows Server 2003 Standard x64 Edition、Windows Server 2003 Enterprise x64 Edition、および Windows XP Professional x64 Edition（Windows XP Professional x64 Editionについては開発・テスト環境での使用）。
リソース管理
· CPU リソースの割り当て : Virtual Server では、バランスの取れたワークロード管理を行うための物理ハードウェアのきめ細かな制御が可能です。
· メモリ リソースの割り当て : Virtual Server では、バーチャル マシン単位で柔軟なメモリ構成を行うことができます。Virtual Server は、バーチャル マシンの仮想メモリが物理ホスト システムのメモリの容量を超えた際に発生する可能性があるパフォーマンスに関する問題を防止するように設計されました。
管理における生産性と応答性の強化
標準的なサーバー管理ツールと、Virtual Server の管理用の単純な Web ベースのインターフェイスを使用して、管理を容易に行うことができます。管理者と開発者は、堅牢な COM API を使用して記述したスクリプトを使用して、Virtual Server の制御をカスタマイズおよび自動化できます。COM API を使用すると、接続されたバーチャル マシンの展開および構成の自動化などが可能になります。
展開
Virtual Server ではネットワークに接続された移植可能なバーチャル マシンをスクリプトで完全に制御できるので、構成と展開を自動化できます。
· 包括的な COM API: バーチャル マシン環境をスクリプトで完全に制御できます。Virtual Server のコンポーネント オブジェクト モデル (COM) のアプリケーション プログラミング インターフェイス (API) には、42 種類のインターフェイスと非常に多数の呼び出しが含まれており、製品のほぼすべての部分をスクリプトで制御できます。スクリプト モデルは COM に基づいているため、ユーザーは使用するスクリプト言語を特定の言語に拘束されることなく、Visual Basic®、C#、Perl および他の多数の最新の開発言語の中から選択できます。さらに、スクリプトは Virtual Server 内の特定のイベントで "トリガ" することもできます。
· Virtual Hard Disk (VHD): Virtual Server では、バーチャル マシンを移植性の高い Virtual Hard Disk にカプセル化することにより、柔軟な構成、バージョン管理、および展開を行うことができます。
· バーチャル ネットワーク : Virtual Server のバーチャル ネットワーク機能により、ゲストからゲスト、ゲストからホスト、ゲストからネットワークの接続に対して、セキュリティで保護された、柔軟性の高いネットワークが提供されます。
· PXE ブート : Virtual Server 2005 R2 のエミュレートする ネットワーク カードはPXE （Pre-boot Execution Environment) ブートをサポートするようになりました。ユーザーはこのネットワーク ブートにより、物理サーバーに行うのとまったく同じ方法でバーチャル マシンでネットワークインストールを実行できます。
管理と移行
Virtual Server Administration Web サイトと標準的なサーバー管理ツールを使用して、バーチャル マシンを管理します。
· Virtual Server Administration Web サイト : Virtual Server Administration Web サイトを使用すると、セキュリティ保護され、認証された管理とクライアントのリモート アクセスが可能になります。
· Active Directory の統合 : Virtual Server のバーチャル マシンは、物理コンピュータと同じように機能し、完全な Active Directory の統合が提供されます。Active Directory との統合により、委任された管理とセキュリティ保護され、認証されたゲスト アクセスが可能になります。Windows Server 2003 の Active Directory では、管理とパフォーマンスが大幅に強化されました。Virtual Server 2005 でホストされるバーチャル マシンでも、その強化点を利用できます。
· Microsoft Operations Manager 2005 Management Pack for Virtual Server: Virtual Server に特化して開発された管理パックを使用すると、バーチャル マシンで高度な管理機能を使用できるようになります。
· Automated Deployment Services と Virtual Server Migration Toolkit: Virtual Server Migration Toolkit では、物理環境から仮想環境、仮想環境から仮想環境への変換など、バーチャル マシン環境を容易に移行するためのコマンド ライン ツールが提供されます。
· 物理サーバーとの同等性 : 組織では、既存のサーバー管理ツールを使用して、バーチャル マシンを管理できます。
一連の広範なパートナー ソリューション
Virtual Server は、マイクロソフトと広範な ISV コミュニティから十分なサポートを受けることができる仮想化ソリューションです。Windows Server 2003 の基盤の上に構築されたVirtual Server 向けの一連の広範なパートナー ソリューションにより、ビジネス価値が最大限に拡大されます。
サポート
· Windows 認定ドライバ : バーチャル マシンは、Windows ホスト オペレーティング システムの認定デバイス ドライバを使用して、堅牢で安定したデバイス サポートと広範なデバイス互換性を確保します。
· オペレーティング システム サポート : マイクロソフトでは、Windows Server 2003 および Windows Server 2000 と連携して Virtual Server を広範にテストしています。
· Windows Server System ファミリ サポート : Windows Server System Common Engineering Criteria 2005 では、「ハードウェア リソースの稼動率の向上を支援するために、すべてのサーバー製品が Microsoft Virtual Server 2005 をサポートします。各製品はバーチャル インスタンス内から実行できる必要があります。」と発表されました。
· 規範となるガイダンス : Microsoft Solutions Offerings (MSO) により実証済みの仮想化ソリューションを構築できます。
· パートナーのサポート : Virtual Server は、ハードウェア OEM、管理の ISV、およびサービス ベンダなどのパートナーのエコシステムにより支援されています。
エコシステム サポート
包括的な COM 管理インターフェイスが管理ツール ベンダによって公開され、利用されています。また、マイクロソフトの VHD ファイル フォーマットは無償で利用できるので、セキュリティ ベンダや管理ベンダなどの ISV は Virtual Server をネイティブに組み込むことができます。
Dynamic Systems Initiative の主要テクノロジ
Dynamic Systems Initiative (DSI) とは、ビジネスで IT システムを設計、展開、および運用する方法を大幅に簡略化および自動化するための、業界全体にわたるマイクロソフトの取り組みです。マイクロソフトは、DSI の一環として、組織でハードウェア リソースをより柔軟に利用できるようにするためのツールを提供しています。Virtual Server 2005 R2 は、サーバーのハードウェアの稼働率を向上し、データ センター リソースの柔軟性の高いプロビジョニングを提供するテクノロジを、マイクロソフトが継続して提供していく方法の一例です。DSI の詳細については、http://www.microsoft.com/japan/windowsserversystem/dsi/default.mspx を参照してください。
まとめ
Microsoft Virtual Server 2005 R2 は、インフラストラクチャ、アプリケーション、支社サーバーのワークロードの統合、レガシ アプリケーションの統合とホスト変更、ソフトウェアのテスト環境と開発環境の自動化と統合、災害の影響の削減などの運用効率を向上するために、Windows Server 2003 向けにデザインされた最もコスト効率の高いバーチャル マシン ソリューションです。独立したバーチャル マシンとリソース管理の優れたソリューションを提供し、少数のサーバーでの複数のワークロードの共存を可能にすることにより、ハードウェア効率が向上します。標準的なサーバー管理ツールを使用して容易に管理できる一連の接続されたバーチャル マシンの完全なスクリプト化された制御が提供されるため、Virtual Server 2005 は容易に展開、管理、および使用することができ、管理者の生産性が向上します。さらに、Virtual Server 2005 は、サーバーのハードウェア リソースの柔軟な提供や使用を可能にするテクノロジの供給に対してマイクロソフトが継続的に行ってきた投資に即した、マイクロソフトの Dynamic Systems Initiative (DSI) における1 つの主要テクノロジでもあります。

